
ダム部会からの報告（治水協定）

小瀬川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

大竹市、岩国市、和木町、広島県、山口県

広島地方気象台、下関地方気象台、国土交通省中国地方整備局
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洪
⽔
調
節
可
能
容
量
と
確
保
容
量
に
つ
い
て

⼩
瀬
川
減
災
協
議
会
報
告
資
料
（
ダ
ム
部
会
）

多
目

的
ダ
ム
（
ゲ
ー
ト
有

り
）

弥
栄

ダ
ム
・
小

瀬
川

ダ
ム

利
水

ダ
ム

中
国

電
力

ダ
ム
：
渡

ノ
瀬

ダ
ム
・
飯

ノ
山

ダ
ム
）

洪
⽔
調
節
可
能
容
量

洪
⽔
調
節
可
能
容
量
相
当
⽔
位

（
⽔
位
下
限
値
）

洪
⽔
調
節
可
能
容
量
は
、
あ
く
ま
で
も
⼀
定
の
条
件
下
で
算
定
し
た
も
の
で
、
洪
⽔
が

発
⽣
す
る
３
⽇
前
か
ら
放
流
設
備
等
を
使
⽤
し
た
放
流
に
よ
り
、
ダ
ム
の
構
造
上
確
保
で

き
る
最
⼤
の
容
量
、
⼜
は
⽔
利
⽤
へ
の
補
給
を
⾏
う
可
能
性
が
低
い
期
間
等
に
お
い
て
⽔

位
を
低
下
さ
せ
た
状
態
と
す
る
貯
⽔
池
運
⽤
を
⾏
う
こ
と
に
よ
り
確
保
可
能
な
容
量
で
あ

る
。 ⼀
⽅
、
確
保
容
量
は
、
ダ
ム
の
実
運
⽤
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
台
⾵
等
に
よ
り
洪
⽔
の

発
⽣
が
予
測
さ
れ
る
毎
に
、
ダ
ム
上
流
域
の
予
測
降
⾬
量
か
ら
求
め
る
ダ
ム
の
総
流
⼊
量

を
も
と
に
、
事
前
放
流
に
よ
り
貯
⽔
位
を
低
下
さ
せ
て
確
保
す
る
容
量
で
あ
る
。

※
渇
⽔
時
等
、
貯
⽔
位
が

平
常
時
最
⾼
⽔
位
よ
り

低
下
し
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
⽔
位
下
限
値

は
変
動
し
な
い
。

事
前
放
流
は
、
ダ
ム
下
流
河
川
の
沿
川
に
お
け
る
洪
⽔
被
害
の
防
⽌
・
軽
減
を
⽬
的
と
し
て
、
既
存
ダ
ム
の
有
効
貯
⽔
容
量
を
洪
⽔
調
節

に
最
⼤
限
活
⽤
で
き
る
よ
う
、
洪
⽔
発
⽣
前
に
、
ダ
ム
の
利
⽔
容
量
等
の
⼀
部
を
事
前
に
放
流
し
、
洪
⽔
調
節
に
活
⽤
す
る
こ
と
。

事
前
放
流
（
貯
⽔
位
低
下
）

有
効
貯
⽔
容
量

予
測

降
雨

量

流
入

総
量

流
域

面
積

事
前
放
流
は
洪
⽔
調
節
可
能
容
量
の
範
囲
内
で
⾏
わ
れ
、

降
⾬
毎
に
確
保
容
量
を
算
出
し
、
こ
の
容
量
を
⽬
標
に
放
流
す
る
。

降
⾬
毎
に
確
保
容
量
を
算
出
す
る
。

降
⾬
毎
に
確
保

容
量
を
算
出

事
前
放
流

（
貯
⽔
位
低
下
）

洪
⽔
調
節
可
能
容
量
相
当
⽔
位

（
⽔
位
下
限
値
）

降
⾬
毎
に
確
保

容
量
を
算
出

洪
⽔
調
節
可
能
容
量
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◆
⼩
瀬
川
⽔
系
治
⽔
協
定
（
令
和
2年

5⽉
29
⽇
締
結
）

別
紙

◆
台
⾵
等
の
3⽇

前
か
ら
低
下
さ
せ
て
確
保
で
き
る
容
量
に
つ
い
て

⾸
相
官
邸
HP
既
存
ダ
ム
の
洪
⽔
調
節
機
能
強
化
に
向
け
た
検
討
会
議
（
第
３
回
）
令
和
2年

4⽉
22
⽇
持
ち
回
り
開
催

参
考
資
料
：
⼀
級
⽔
系
の
ダ
ム
⼀
覧
に
「
台
⾵
等
の
3⽇

前
か
ら
低
下
さ
せ
て
確
保
で
き
る
容
量
」
を
記
載

⼩
瀬
川
⽔
系
治
⽔
協
定
等
に
つ
い
て

⼩
瀬
川
減
災
協
議
会
報
告
資
料
（
ダ
ム
部
会
）

◆
治
⽔
協
定
締
結
後
、
ダ
ム
下
流
河
川
の
沿
川
で
洪
⽔
被
害
等
が
発
⽣
し
た
場
合
、
減
災
対
策
協
議
会
等
の
枠
組
み
を
活
⽤
し
、
河
川
管
理

者
が
主
体
と
な
り
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
連
携
し
て
対
応
す
る
。

■
ダ
ム
下
流
河
川
の
沿
川
で
被
害
等
が
発
⽣
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

ダ
ム

洪
水

調
節

容
量

（
万

m
3）

洪
水

調
節

可
能

容
量

※

（
万

m
3）

基
準

降
雨

量
（

m
m
）

△
△

ダ
ム

〇
〇

〇
．

〇
〇

〇
．

〇
〇

〇
〇

◇
◇

ダ
ム

〇
〇

．
〇

〇
．

〇
〇

〇
○

○
ダ
ム

０
〇

．
〇

〇
〇

〇
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